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栗駒山（宮城県、岩手県、秋田県）

栗駒山（くりこまやま）は、標高1,626m、
東北地方の中央に位置し、宮城・岩手・
秋田の三県にまたがる栗駒山は円錐状の
裾野をもつコニーデ型の火山で、奥羽山
脈の女王とも呼ばれています。栗駒山か
ら南東方向には国営迫川上流農業水利事
業でダムが造成されています。

国
営
事
業
地
区
等
フ
ィ
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ル
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調
査
学
生
支
援
事
業
の
後
半
は
次
号（
3
2
0
号
）に
掲
載
し
ま
す
。

土地改良  319号　2022.10

　
後
世
は
令
和
四
年
を
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
年
と
し
て
位
置
づ

け
る
だ
ろ
う
。
収
束
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
国
民
の
生

活
や
働
き
方
に
制
約
を
与
え
、
産
業
界
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
。
と
り
わ
け

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
衝
撃
的
で
、
経
済
面
の
影
響
だ
け
捉
え
て

も
我
々
の
生
活
に
大
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
に
加
え
、
急
激
な
円
安
で
海
外
か
ら
の
調
達
コ
ス
ト
が
一
段
と
上
昇
す
る
中
、

身
近
な
食
料
品
な
ど
の
値
上
げ
が
続
く
。
と
く
に
、
世
界
有
数
の
産
地
で
あ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
麦
の
輸
出
の
全
面
再
開
に
向
け
た
道
筋
が
見
え
て
こ
な
い
。

　
か
つ
て
、
群
馬
県
嬬
恋
村
で
嬬
恋
開
拓
建
設
事
業
の
幹
線
農
道
整
備
に
携

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
嬬
恋
村
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
名
産
地
で
、
収
穫
期
に
な
る
と

家
族
総
出
で
一
日
中
働
く
姿
に
感
嘆
し
て
い
た
。
彼
ら
は
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ

を
出
荷
し
て
よ
う
や
く
収
入
を
得
ら
れ
る
の
だ
が
、
生
産
者
の
希
望
通
り
に
売

れ
る
と
は
限
ら
な
い
難
し
さ
が
あ
る
。
苦
労
し
て
生
産
し
た
農
産
物
を
出
荷
で

き
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
家
の
心
情
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　
食
料
を
確
保
す
る
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
一
方
で
、
我
が
国
の
農
業
生
産

は
減
少
の
一
途
だ
。
二
〇
二
二
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
二
〇
二
二
（
骨
太
方
針
二
〇
二
二
）」
に
も
食
料
安
全
保
障
の

強
化
と
農
林
水
産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
食
料
自

給
力
を
上
げ
る
方
策
と
し
て
、「
農
地
・
農
業
用
水
等
の
農
業
資
源
」「
農
業
技

術
」「
農
業
就
業
者
」
の
三
要
素
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
食
料
自
給
率
を
高
め
る
に
は
農
業
就
業
者
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い

が
、
現
実
に
は
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
。
農
林
水
産
省
『
令
和
三
年
度 

食
料
・

農
業
・
農
村
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数

一
三
六
万
人
の
う
ち
、
六
五
歳
以
上
の
階
層
が
全
体
の
七
〇
％
（
九
五
万
人
）

を
占
め
る
一
方
、
若
年
層
（
四
九
歳
以
下
）
の
割
合
は
一
一
％
（
一
五
万
人
）

に
留
ま
る
。
六
五
歳
以
上
の
比
率
も
増
加
し
て
お
り
若
年
層
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。

　
若
者
の
農
業
離
れ
が
止
ま
ら
な
い
要
因
は
何
か
。
各
種
調
査
を
見
る
と
、
ま

ず
収
入
の
不
安
定
さ
が
挙
が
る
。
初
期
費
用
や
そ
の
後
の
経
費
が
か
か
る
割
に
、

天
候
等
に
よ
り
必
ず
期
待
通
り
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

農
業
の
経
験
や
知
識
・
ス
キ
ル
が
浅
い
こ
と
へ
の
不
安
、
重
労
働
へ
の
懸
念
な

ど
も
指
摘
さ
れ
る
。
対
策
と
し
て
は
や
は
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
に
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
農
林
水
産
省
も
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
実
現
」

や
「
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
実
装
」
を
強
く
推
進
す
る
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

も
す
っ
か
り
耳
に
な
じ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
I
T
技
術
を
駆
使
し
て
農
作
物
の

生
産
効
率
を
上
げ
、
重
労
働
の
軽
減
や
人
手
不
足
の
解
消
を
実
現
し
た
「
新
し

い
農
業
」
を
い
か
に
実
現
す
る
か
。
そ
し
て
、
い
か
に
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業

に
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
日
本
社
会
を
挙
げ
て
働
き
方
改
革
が
加
速
す
る
中
、
農
業
も
建
設
業
も
一
生

を
か
け
る
生
業
た
り
え
る
か
と
い
う
課
題
は
共
通
し
て
い
る
。
収
入
等
で
報
い

る
方
策
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
達
成
感
や
満
足
感
を
得
ら
れ
る
「
や
り
が
い
あ

る
産
業
」
と
す
る
こ
と
。
我
々
が
未
来
を
背
負
う
若
者
た
ち
に
「
魅
力
あ
る
産

業
」
だ
と
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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う
や
く
収
入
を
得
ら
れ
る
の
だ
が
、
生
産
者
の
希
望
通
り
に
売

れ
る
と
は
限
ら
な
い
難
し
さ
が
あ
る
。
苦
労
し
て
生
産
し
た
農
産
物
を
出
荷
で

き
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
家
の
心
情
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　
食
料
を
確
保
す
る
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
一
方
で
、
我
が
国
の
農
業
生
産

は
減
少
の
一
途
だ
。
二
〇
二
二
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
二
〇
二
二
（
骨
太
方
針
二
〇
二
二
）」
に
も
食
料
安
全
保
障
の

強
化
と
農
林
水
産
業
の
持
続
可
能
な
成
長
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
食
料
自

給
力
を
上
げ
る
方
策
と
し
て
、「
農
地
・
農
業
用
水
等
の
農
業
資
源
」「
農
業
技

術
」「
農
業
就
業
者
」
の
三
要
素
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
食
料
自
給
率
を
高
め
る
に
は
農
業
就
業
者
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い

が
、
現
実
に
は
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
。
農
林
水
産
省
『
令
和
三
年
度 

食
料
・

農
業
・
農
村
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
数

一
三
六
万
人
の
う
ち
、
六
五
歳
以
上
の
階
層
が
全
体
の
七
〇
％
（
九
五
万
人
）

を
占
め
る
一
方
、
若
年
層
（
四
九
歳
以
下
）
の
割
合
は
一
一
％
（
一
五
万
人
）

に
留
ま
る
。
六
五
歳
以
上
の
比
率
も
増
加
し
て
お
り
若
年
層
の
確
保
が
課
題
で

あ
る
。

　
若
者
の
農
業
離
れ
が
止
ま
ら
な
い
要
因
は
何
か
。
各
種
調
査
を
見
る
と
、
ま

ず
収
入
の
不
安
定
さ
が
挙
が
る
。
初
期
費
用
や
そ
の
後
の
経
費
が
か
か
る
割
に
、

天
候
等
に
よ
り
必
ず
期
待
通
り
の
収
入
を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

農
業
の
経
験
や
知
識
・
ス
キ
ル
が
浅
い
こ
と
へ
の
不
安
、
重
労
働
へ
の
懸
念
な

ど
も
指
摘
さ
れ
る
。
対
策
と
し
て
は
や
は
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
投
資
に
力
を
入
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
農
林
水
産
省
も
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
実
現
」

や
「
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
実
装
」
を
強
く
推
進
す
る
。「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

も
す
っ
か
り
耳
に
な
じ
む
よ
う
に
な
っ
た
。
I
T
技
術
を
駆
使
し
て
農
作
物
の

生
産
効
率
を
上
げ
、
重
労
働
の
軽
減
や
人
手
不
足
の
解
消
を
実
現
し
た
「
新
し

い
農
業
」
を
い
か
に
実
現
す
る
か
。
そ
し
て
、
い
か
に
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業

に
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
日
本
社
会
を
挙
げ
て
働
き
方
改
革
が
加
速
す
る
中
、
農
業
も
建
設
業
も
一
生

を
か
け
る
生
業
た
り
え
る
か
と
い
う
課
題
は
共
通
し
て
い
る
。
収
入
等
で
報
い

る
方
策
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
達
成
感
や
満
足
感
を
得
ら
れ
る
「
や
り
が
い
あ

る
産
業
」
と
す
る
こ
と
。
我
々
が
未
来
を
背
負
う
若
者
た
ち
に
「
魅
力
あ
る
産

業
」
だ
と
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

『
働
き
が
い
』
を
求
め
て
魅
力
あ
る
業
界
へ

巻
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